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図2:発芽転移の自発曲率､線張力､サイズ依存性と､格子欠陥が境界から入り込んでくる様子
2のように､ほぼ直線になり次の近似的関係が得られる｡
入RA/fC+C.ARA-I'(RA) (2)
ここでRAは､結晶相の初期状態におけるパッチの半径である｡また､I'(RA)が点移転のサイズ
依存性を表すが､3種類のサイズ(NA-92,184,368)においても小さな変化しか見られない｡こ
の関係式は､2つの相が両方とも液体相の時に得られた条件[1]とほとんど同じであり､I'(RA)に
は対数的なサイズ効果しか見られない｡これは､パッチのサイズと発芽を起こす自発曲率の関係
が､R～coと予測されてた以前の研究[2]と逆の結果が得られたといえる｡平面状の結晶パッチ
が球状になるためには､5のディスクリネーションが12個内部に発生しなければならない｡図
2に示されているように､格子欠陥は流動膜との境界で生じた5-7ペアのディスローケ-ショ
ンのうち､5のディスクリネーションが中心部に入り込んでいくことが分かった｡またドー ム状
または球状の結晶部分においては､格子欠陥は5のディスクリネーションを中心に､ディスロー
ケ-ションが線状につながっていることが兄いだされた｡これは歪んだ面内の弾性エネルギーを
下げるために格子欠陥がおこした配列である｡格子欠陥のディスクリネーションのまわりに蓄え
られた面内弾性エネルギーと､膜の曲げ弾性エネルギーとの大小関係により､性質の異なったベ
シクルが現れることを論じるられる｡
1)F･JtilicherandLipowsky,Phys.Rev･E53(1996),2670.
2)R･J･MashlandR･FIBruinsma,BiophysII.74(1998),2862.
3)T･Kohyama,D.M･KrolandG.Gompper,tobepublished.
-318-
